
 

 

 

 

 

「経
営
の
勉
強
が
し
た
い
」 

3
つ
の
活
動
目
標
掲
げ
青
年
部
始
動 

吹
田
民
商
青
年
部
２
０
１
５
年
度
定

期
総
会
が
、
7
月
4
日
（
土
）
夜
7
時

か
ら
、
吹
田
勤
労
者
会
館
で
開
催
さ
れ

12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
に
食
事

を
し
な
が
ら
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
自
分
の
仕

事
の
特
性
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
塚
本
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し

て
、
議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に

あ
た
っ
て
、
後
藤
さ
ん
が
「
青
年
部
活
動

を
通
じ
て
自
分
の
商
売
を
語
れ
る
よ
う

に
な
り
、
中
小
業
者
と
し
て
光
る
存
在
に

な
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま

し
た
。
吹
田
民
商
本
部
を
代
表
し
て
竹
田

さ
ん
が
「
今
、
戦
争
法
案
反
対
運
動
が
重

要
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私
も
お
店
で
お
客
さ
ん
か
ら
署
名
を

集
め
て
い
ま
す
。
情
勢
を
打
開
す
る
運
動
を
青
年
部
と
一
緒
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
総
会
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
お
祝
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
定
期
総
会
方
針
案
が
提
案
さ
れ
、

討
論
に
移
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
民
商
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
を

作
成
し
商
売
に
役
立
て
た
い
」「
資
金
の
借
り
方
の
学
習
が
し
た
い
」

「
も
っ
と
交
流
し
て
親
睦
を
深
め
た
い
」
「
経
営
の
勉
強
を
し
て
み

た
い
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
た
。
民
商
青
年
部
３
つ
の
活
動
目

標 

（
①
「
売
り
手
良
し
」
、
「
買
い
手
良
し
」
、
「
世
の
中
良
し
」

の
経
営
を
め
ざ
し
、
自
営
業
者
の
交
流
を
図
り
、
そ
の
こ
と
を
通
し

て
、
多
く
の
会
員
の
商
売
で
の
交
流
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と 

②
起

業
す
る
た
め
の
学
習
や
、
家
業
を
継
承
す
る
後
継
者
育
成
の
た
め
の

学
習
な
ど
を
通
じ
、
若
手
経
営
者
の
み
な
ら
ず
、
商
い
を
継
続
す
る

す
べ
て
の
人
た
ち
す
べ
て
に
対
し
て
、
日
々
学
習
す
る
こ
と 

③
吹

田
民
商
の
活
動
に
協
力
し
、
次
世
代
の
あ
る
べ
き
組
織
、
夢
を
語
り

合
え
る
仲
間
と
友
を
つ
く
る
こ
と
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

み
ん
な
で
、
青
年
部
で
自
主
的
に
活
動
し
た
い
分
野
を
出
し
合
い
、

希
望
す
る
3
つ
の
部
会 

（
①
交
流 

②
学
習 

③
仲
間
づ
く
り
）

の
専
門
部
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
8
月
の
役
員
会
を

設
定
し
今
後
、
部
会
を
中
心
に
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

役
員
選
出
で
は
、
会
長
と
副
会
長
を
全
員
で
担
い
、
全
員
参
加
型

の
青
年
部
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
全
議
案
を
拍
手

で
確
認
し
、
終
了
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
5
名
の
新
し
い
部
員

さ
ん
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 
 

会
長 

 
 

 

藤
井 

泰
剛
さ
ん
（
学
習
部
会
担
当
） 

 

副
会
長 

 
 

竹
田 

洋
一
さ
ん
（
仲
間
づ
く
り
部
会
担
当
） 

 
 

〃 
 

 
 

後
藤 

孝
雄
さ
ん
（
学
習
部
会
担
当
） 

 
 

〃 
 

 
 

塚
本 
哲
さ
ん 

（
仲
間
づ
く
り
部
会
担
当
） 

 
 

〃 
 

 
 

五
百
川 
喬
史
さ
ん
（
交
流
部
会
担
当
） 

 
 

〃 
 

 
 

大
原 

大
海
さ
ん
（
交
流
部
会
担
当
） 

 
 

〃 
 

 
 

大
西 

翼
さ
ん 
（
交
流
部
会
担
当
） 

 
 

〃 
 

 
 

宮
下 

篤
志
さ
ん
（
仲
間
づ
く
り
部
会
担
当
） 

 
 

〃 
 

 
 

森
高 

悠
太
さ
ん
（
学
習
部
会
担
当
） 

 

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談
（
要
事
前
予
約
） 

7
月
16
日
（
木
）
昼
1
時 

＊ 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。 

 
 エ

ク
セ
ル
会
計
講
座
（
要
事
前
予
約
・
7
月
20
日
ま
で
） 

7
月
22
日
（
木
）
夜
7
時 

民
商
会
館 

参
加
費 

２
０
０
０
円
（
資
料
・
ソ
フ
ト
代
含
む
） 

＊ 

3
名
以
上
の
参
加
希
望
が
な
い
場
合
は
延
期
と
な
り
ま
す
。 

ご
近
所
の
会
員
の
方
に
も
声
を
か
け
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

 

自
主
計
算
教
室
（
時
間
厳
守
・
要
事
前
予
約
） 

7
月
23
日
（
木
）
朝
10
時 

民
商
会
館
3
階 

＊
毎
週
行
っ
て
い
た
自
主
計
算
会
は
毎
月
第
1
、
第
3
木
曜
日
の

朝
10
時
か
ら
に
な
り
ま
し
た
。 

 

8
月
は
6
日
と
20
日
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

25
条
の
会 

7
月
23
日
（
木
）
昼
2
時
と
夜
7
時 

ど
ち
ら
も
民
商
会
館 

ど
ち
ら
か
都
合
の
つ
く
時
間
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

＊
国
保
料
、
住
民
税
、
国
税
な
ど
を
分
納
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

を
学
習
し
、
経
営
や
家
計
の
状
況
も
把
握
し
ま
す
。
分
納
相
談
会

（
8
月
28
日
）
に
参
加
さ
れ
る
方
は
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

吹
田
市
主
催 

＝
販
路
開
拓
に
つ
な
が
る
＝ 

展
示
会
活
用
セ
ミ
ナ
ー 

8
月
5
日
（
水
）
夕
方
6
時
半
～
8
時
半
（
受
付
6
時
15
分
） 

吹
田
商
工
会
議
所 

3
階 
大
会
議
室 

講
師 

日
本
能
率
協
会
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

和
田 

泰
明 
氏 

テ
ー
マ 

展
示
会
へ
の
出
店
を
効
果
的
な
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
る
た

め
の
問
題
解
決
に
つ
い
て 

対
象 

今
年
度
展
示
会
へ
の
出
展
予
定
が
あ
る
、
又
は
出
展
を
検

討
し
て
い
る
市
内
中
小
業
者
の
方 

定
員 

50
名
（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
市
役

所
も
し
く
は
民
商
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
） 

 

＊ 

戦
後
最
大
の
「
平
和
と
民
主
主
義
の
危
機
」
で
す
。
9
月
ま
で

週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
宣
伝
行
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
伝

言
板
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
つ
く
日
に

短
時
間
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

戦
争
法
案
反
対
署
名
宣
伝
行
動 

① 

7
月
17
日
（
金
）
夕
方
5
時
半 

阪
急
豊
津
駅 

② 

7
月
30
日
（
木
）
夕
方
5
時
半 

広
芝
交
差
点 

 

戦
争
法
案
反
対
！
1
万
人
府
民
集
会 

7
月
18
日
（
土
）
夕
方
5
時 

扇
町
公
園 


